
はじめに
米国では、1997年11月のNIHの合意形成声明に

よる、鍼治療の効果についての発表以来、鍼治療
の保険コードの決定、医学部での鍼治療に関する
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We have developed a new educational program directed at young people who have never undergone acupuncture

therapy. The objective of this program is to provide them with useful information related to acupuncture therapy.

We examined whether this program had managed to motivate participants to receive therapy and whether or not it

had caused a change in their attitude toward it. Forty-four young people participated in the program. We divided

them into two main groups; one whose members knew someone close to them who had received acupuncture

therapy, and one whose members did not, in consideration of the images that each might have of therapy. In

addition, some members of these were selected at random of receive visual aids, making a total of four groups. In

order to investigate the efficacy of the program with regard to each group, we compared the average of each

evaluation at before and after the program. All groups showed an increase in scores in all criteria after the

implementation of the program. These results indicate that the educational program used in this study was effective.
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講座の開講などが行われている。また、現在すで
にHealth Maintenance Organizationが実行している
ような保険制度の適用もあり1, 2, 3)、保健に対する
鍼治療への期待は高まっていると感じられる。
しかし、我が国の調査では、鍼治療は主に中・

高年者の受療が多く、次代を担う若年者の受療は
決して多いとはいえないのが現状である4)。一方
で、国体出場の陸上競技選手では、53%もの選手
が傷害発生時にはり師の治療を経験していると報
告5)されており、必要に応じて鍼治療を積極的に
受ける若年者も存在する。しかし、先述の受療状
況からみると、スポーツ選手以外の若年者の鍼治
療受療に対する態度は、消極的であると考えられ
る。鍼治療の未経験者では、鍼治療に対して恐怖
感や不安感等のイメージを持つ者が多く見受けら

れるという報告6)があるが、このような経験等に
よって得られた情報の量や、イメージの違いが若
年者の間での受療動機に差を生じさせる理由とな
ると考えられる。したがって、若年者が鍼治療を
積極的に受療するためには、鍼治療に対するイメ
ージに含まれる偏見等を払拭するための、情報を
提供することが必要である。
鍼治療に関する意識調査には、一般の人に対す

るイメージ調査7)や、有識者に対してその効果や
適応について調査したもの8)、鍼治療経験者に対
してその効果に関する評価を調査したもの9, 10, 11)、
あるいは鍼治療に対する希望を調査したもの12)等
が散見される。高校生運動部員への調査では、鍼
治療未経験者は、鍼治療に関するイメージとして
恐怖感や不安感を持つ者が多く見られているとい
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図１　測定項目の構築とプログラムの実施過程



う報告がある6)。しかしこれまで鍼治療未経験者
を対象に、鍼治療に対するイメージに関して調査
し、さらにそれらに含まれる偏見等を払拭するた
め、健康教育的な介入を行い、イメージを変容さ
せ、受療行動に対する態度を形成させることを目
的として行われた研究については見受けられな
い。
そこで本研究では、まず鍼治療へのイメージや

受療態度を測定することのできる尺度の構築を試
み、次に鍼治療に関する情報の提供を目的とした
教育プログラムの開発、およびその適用により、
構築した尺度に変化がみられるかどうか検討した。
また、プログラム実施により、保健にとって有用
であると考えられる鍼治療に対するイメージと、
その受療態度の変容が喚起されるかを検討した。
なお、測定尺度の構築過程とプログラムの実施過
程を図１に示す。

Ⅰ．プログラム効果測定のための尺度構築

方　法

１．測定尺度の構築

測定尺度の構築は、まず若年者の鍼治療に対す
るイメージについて、２名のはり師を含む、健康
教育学領域について大学院レベルでの知識を持つ
者６名のブレインストーミングにより、鍼治療に
対するイメージに関する因子を抽出した。次いで
それらを、カードを用いた分類法であるKJ法を用
いて分類し、測定尺度を構築した。さらに構築さ
れた測定尺度について、予備調査を実施し、尺度
の妥当性と信頼性を確認した上で測定尺度を再構
築した。

２．測定尺度の信頼性および構成概念妥当性

測定結果をもとに構築された測定尺度の信頼性
を、クロンバックのα係数を用いて確認した。ま
た、構成概念妥当性を因子構造の観点から検討し
た。

結果と考察

鍼治療に対するイメージについては、それを構
成する因子の分類をもとにして、測定尺度は大き

く、鍼治療に関する知識不足・誤解「知識項目」
と、鍼治療に対する恐怖・不安・不信感「恐怖・
不安・不信感項目」に分けられ、あわせて18の尺
度が構築された。加えて、鍼治療受療に対する態
度の変容を測定する1尺度（「態度項目」）を設定
し、測定に用いる尺度を合わせて３項目・19尺度
となった。
本研究において構築された測定尺度の信頼性

を、クロンバックのα係数によって検討したとこ
ろ、知識項目の12 項目については、α＝0.7568 の
値が算出された。また恐怖・不安・不信感の６項
目については、α＝0.8522 の値が算出された。算
出された係数は、いずれも通常において信頼性を
満たすとされる水準の0.8に近いものであり、した
がって本研究において構築された測定尺度は内的
整合性を持ち、信頼性を満足するものであると考
えた。さらに構築された測定尺度の構成概念妥当
性を、因子構造の観点から検討したところ、知識
項目においては鍼治療に対する偏見、鍼治療が持
つ神秘性、医療技術としての認知、鍼治療の不透
明さ、と解釈される４因子が得られた。恐怖・不
安・不信感の項目においては鍼治療の制度面にお
けるもの、痛みや出血に対するものと解釈される
2因子が得られた。以上より調査に用いた測定尺
度の信頼性および構成概念は、検討の結果から本
研究で意図したものに合致すると考えられ、信頼
性があり妥当なものであるとみなした。

Ⅱ．プログラムの開発と適用及びその効果測定

対　象（参加者）

本研究では18歳から30歳までを若年者と規定
し、対象を該当年齢における鍼治療受療経験のな
い、自由意志にもとづく健康な男女44名とした
（平均年齢20.8±2.2歳、mean±SD）。対象となっ
た参加者は全て大学、大学院および専門学校の学
生であった。このうち東洋医学に関する分野を含
めた、医学・医療関係の学科を専攻するものはい
なかった。先にも述べたように、鍼治療の受療を
経験している者とそうでない者とでは、鍼治療へ
の恐怖感や不安感等のイメージに差が生じている
可能性が指摘される6)。そのため、身近な者に鍼
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図２　測定に用いたアンケート用紙



治療の受療経験者がいる者とそうでない者との間
にも、そのおかれた環境によって影響を受け、本
人に形成されるイメージに差が生じていることが
考えられる。すなわち、本研究における参加者の
家族や知人が鍼治療の受療経験を有する場合、参
加者本人についても鍼治療に対して何らかのイメ
ージが形成されていると仮定した。そこで、本研
究では参加者の家族や知人が参加者本人の鍼治療
に対するイメージに与える影響を考慮して、事前
に参加者の家族・知人に鍼治療受療経験者が存在
する者（以下「あり」）、存在しない者（以下「な
し」）を確認した。
また、より有効な教育方法、教育プログラムを

模索するため、本研究では教育プログラムの提供
方法の違いによる教育効果の差、特に視聴覚効果
を加えることによる教育効果の差を検討すること
とした。そのため、鍼治療に関する印刷物（文字）
による資料提供のみの群（以下「紙群」）、印刷物に
VTR教材を加えた群（以下「VTR群」）を設定し
た。以上を設定した後、先に確認し、割り付けて
おいた「あり」、「なし」を、さらに「紙群」およ
び「VTR群」に無作為に割り付けた。したがって
最終的に、「あり-紙群」、「あり-VTR群」、「なし-
紙群」、「なし-VTR群」の４群が設定された（表１）。

方　法

１．教育プログラムの開発と適用

教育プログラムは、印刷物については、鍼治療
に関する情報が得られる文献・書籍および刊行物
の中から、２名のはり師を含む、健康教育学領域
について大学院レベルでの知識を持つ者６名が選
び、内容が理解しやすく編集したものを用いた。
印刷内容には、鍼治療の適応疾患、治効機序、施
術部位、必要経費、保険の適用状況、どのような
者が鍼治療を行うのか、鍼治療を受ける場所、使
用する鍼について、衛生面について、鍼治療には

痛みが伴うかどうか、鍼治療の侵害性・侵襲性に
ついて、適応年齢等があるかどうか、などを項目
として設け、質問に対して回答する形式、いわゆ
る俗に言うQ&A方式で記載した。VTR 群に用い
た教材については、鍼治療に関する市販VTR、あ
るいは情報番組の放送を録画したものを編集し、
それを約20分間放映した。内容として、視聴する
ことにより鍼治療の効果などについての知識が得
られるもの、および鍼治療に対するイメージが形
成されると思われるものを、印刷物の場合と同様
に、はり師２名を含む６名の識者により選定し、
採用した。具体的には、痛みに敏感な動物でも、
鍼施術に対して痛みや恐怖心を覚えないことを提
示するという観点から、１つ目に象に鍼治療をす
る場面を選んだ。２つ目には外関穴刺鍼による肩
背部皮膚温上昇（サーモグラムにて確認）と立位
体前屈の距離延長効果を示す場面を、３つ目には
合谷穴刺鍼によるヒトの集中力及び注意力の増加
を示す場面を素材として用いた。また、教育プロ
グラム適用中に、一般的に使用されるディスポー
ザブル鍼と、比較対象としての注射針のサンプル
を回覧した。

２．教育効果の測定

教育効果の測定は、プログラム適用の直前およ
び直後に、質問紙による既述の方法により構築さ
れた測定尺度を用いた調査を実施し、教育プログ
ラム適用前後における尺度を各項目（「知識項目」、
「恐怖・不安・不信感項目」、「態度項目」）ごとの
得点を、対応のあるt検定により比較した。有意水
準は危険率５%とした。質問紙はこれらすべての
項目に５段階のプリコードを設け、順次に行われ
る回答に対する慣れを防ぐため、逆転項目の尺度
を挿入した。データ解析の際はそれらを全て正方
向に修正して処理した。実際に用いたアンケート
用紙を図２に示した。「紙群」と「VTR群」間の
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表1 参加者の割付

n = 44
プログラムの種類による群分け

紙群 VTR群

家族・知人の あり 14 14

鍼治療経験者 なし 10 6



教育効果の差を比較するため、プログラム適用前
後の得点の変化を、２要因反復測定の分散分析を
用いて検討した。また、「知識項目」あるいは「恐
怖・不安・不信感項目」の変化が「態度項目」の
変化に影響を及ぼすことが考えられるため、プロ
グラム適用により各項目の変化が相関するかを
Spearmanの順位相関係数を用い検討した。有意水
準は危険率５%とした。

結　果

プログラム適用により、全ての群において、 3
項目全てのプログラム適用後の得点がプログラム
適用前の得点を有意に上回った（表２）。また、
「紙群」と「VTR群」の比較では、「なし-紙群」、
「なし-VTR群」間の、「恐怖・不安・不信感項目」

にのみ、プログラム適用前後の得点に有意な差が
認められた（図３）。「知識項目」ならびに「恐
怖・不安・不信感項目」の得点の向上と、「態度
項目」の得点との向上については、４群のいずれ
にも有意な相関は認められなかった。

考　察

保健に対する態度の変容を目的とした教育プロ
グラムについては、喫煙行動に対して作成および
適用されたもの等幾つか見受けられる13, 14)。しか
し、同じく保健態度に該当すると考えられる、鍼
治療受療に対する態度について、教育プログラム
を開発しそれを適用したうえで、その変容を検証
したものは見受けられない。そこで本研究では、
教育プログラムの開発とその適用により、鍼治療
に対するイメージの変容をはかり、受療動機が喚
起されるかを検討した。
野地らは、更年期女性に対してグループによる

健康教育を行った結果、健康へ向かう行動（健康
行動）が変容し、QOL得点の精神的な健康に関す
る意識が顕著に向上したことを報告している15)。
本研究の教育プログラムにおいても同様に、４群
全てにプログラム適用による得点の上昇がみられ
たことから、情報を提供することにより鍼治療に
対する知識の向上、恐怖・不安・不信感の払拭な
らびに受療動機の強化がなされ、プログラムはそ
の効果を発揮したものと考えられる。
プログラム適用による、「知識項目」、「恐怖・

不安・不信感項目」と「態度項目」との相関を検
討したところ、４群のいずれにも相関がみられな
かったことから、今回の教育プログラムによる知
識の習得や恐怖・不安・不信感の払拭は、必ずし
も受療態度の変容を喚起するものではないという
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図３　恐怖・不安・不信感項目におけるVTRを用いた
プログラムの有効性：

恐怖・不安・不信感項目についてのみ、プログラム前後に
得点の向上の度合いに差がみられた．

表2 各項目のプログラム前後の得点（平均）：
全ての群において、3項目全てのプログラム実施後の得点がプログラム実施前の得点を上回った。

知識項目 恐怖・不安・不信感項目 態度項目

プログラム 前 後 前 後 前 後

あり－紙群 44.0 49.4*** 16.3 22.3*** 3.7 4.1**

あり－VTR群 43.4 48.5** 18.3 21.4** 3.5 3.9*

なし－紙群 43.5 49.5*** 19.4 22.9*** 3.3 3.8*

なし－VTR群 45.5 50.3* 14.0 20.2** 3.0 4.0**

*p<0.05  **p<0.01 ***p<0.001



ことが示唆された。小野らは、作業管理情報の伝
達とその実行との関連を検討した結果、適切な作
業管理情報の会得に関わらず、いくつかの情報に
対してはその実行の有無に差が認められなかった
ことを指摘しており、これらの情報に関しては、
積極的な健康指導・教育が必要であると述べてい
る16)。本研究においても同様に、情報を得ながら
その情報に基づく実行態度に変化がみられなかっ
たことから、受療態度の変容を喚起するためのさ
らなる情報の提供、およびプログラムの改善が必
要である。
七堂らの報告したアンケート結果では、鍼治療

はスポーツ選手が利用するものであるというイメ
ージを持つ者が多数存在することが示されている
7)。スポーツ選手の年齢層は若年者が中心であり、
そのため一般の若年者の多くでは、中・高年者と
は異なり鍼治療の受療対象者に自身が該当しない
という認識を持つことも考えられる。したがって
今回のプログラムでは、このようなイメージを払
拭するまでの機能は果たせなかった可能性がある。
また、個々の参加者が持つ特性に対しても、プロ
グラムが対応しきれなかったことも考えられ、い
ずれにせよ本研究におけるプログラムは、受療動
機に作用する何らかのイメージを払拭するまでの
効果を持たなかった可能性が考えられる。しかし、
鍼治療の適応疾患には、腰痛など若年者にも多く
見られるものも含まれていることから17, 18)、この
ような偏ったイメージを払拭できるような情報提
供の必要性が示唆される。
「あり」、「なし」間に、教育プログラムの効果の
差は見受けられなかった。今回は家族や知人の受
療経験者により形成されたイメージの及ぼす影響
のみに注目したが、その他の様々な要因により形
成されたイメージの影響が作用する可能性も考え
られる。今後は、参加者の持つ情報や、個人差・
特性などを考慮した教育プログラムを適用する必
要性があると思われる。
「紙群」と「VTR群」の比較では、家族や知人に
鍼治療経験者がない者（＝「なし」）の「恐怖・
不安・不信感項目」にのみ差を認めた。これは、
家族や知人に鍼治療経験者がいない者には、VTR
教材が恐怖・不安・不信感等の払拭に有効である

ことを示唆するものである。

結　論

本研究では、開発された教育プログラムの実行
により、鍼治療に対する知識の向上、恐怖・不
安・不信感の払拭、受療動機の強化がされた。ま
た、家族や知人に鍼治療経験者がない者には、
VTR教材により、鍼治療に対する恐怖・不安・不
信感が払拭される可能性が示された。本研究のよ
うに、鍼治療に関する情報の提供を目的とした教
育プログラムを行うことで、鍼治療受療者の増加
が期待できるのではないかと考えられる。
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要　　旨

【はじめに】鍼治療受療経験のない若年者に対し、鍼治療に関する情報提供を目的とした教育プログラム
を開発し適用することで、鍼治療に対するイメージと受療態度の変容が喚起されるか検討した。【方法】
若年者44名を対象に、鍼治療に対する「知識」「恐怖・不安・不信感」「受療動機」を、手順を経て作成
した尺度により測定し、得点化した。プログラム適用前後の得点変化を、家族・知人の鍼治療経験者の有
無、プログラム内容の違いに基づいた群分けをして比較した。【結果および考察】全群の全項目でプログ
ラム適用後に得点が上回ったことから、教育プログラムは効果を発揮したと考えられる。また、家族・知
人に鍼治療経験者がいない者の「恐怖・不安・不信感」にのみ、VTR教材が恐怖・不安・不信感の払拭
に有効であることを示した。

キーワード：鍼治療、イメージ変容、健康教育、受療動機、若年者


